
洪水ハザードマップを
安全・便利なまちづくりに活用したい！

学科への入学を希望されている方へ

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

ま
ち
づ
く
り
に
活
用
す
る

問題発見

調査
分析

問題解決の
糸口発見

洪水ハザードマップには、浸水の深さやいざというときの避難方
法が書かれています。しかしこれは、裏を返せば安全度マップと
見ることができます。それなら、普段のまちづくりにも活用でき
るのではないかと考えました。

安全性、利便性に着目し、解析
洪水氾濫シミュレーションを行い、予想浸水深などから
それぞれの場所の安全性を評価。“期待被害率”という指
標で表現しました。

安全性と利便性、これら２つの視点からの評価を重ね合
わせ、安全で便利な場所を表したマップを作成しました。
ハザードマップに示された水害リスク情報は、避難時に
だけ活用するのではなく、まちづくりにも活用できそう
です。

入学した大学で人生は決まりません。自分の人生を決めるのは、自分の行
動がすべてです。この学科は、自分の興味のある事ややりたい事を後押し
してくれる人がたくさんいます。是非思う存分悩んで、挑戦して、有意義
な学生生活を送ってください！

北川大雅さん(2015年度入学)卒業生

また、利便性は、駅・商店・病院など暮らしに欠かせな
い施設からの距離で評価しました。徒歩圏内だととても
便利です。

安全性

利便性

安全＆便利

�𝑅𝑅：期待被害率
𝑟𝑟：区間平均被害率
𝑝𝑝：年超過確率
𝑅𝑅 : 確率別被害率

( ) 





 +

−== +
−

=
+

=
∑∑ 2

1
1

0
1

1

ii
n

i
ii

n

i
i

RRpprR

浸水深(cm) 被害率

10-50 0.044
50-100 0.176
100-200 0.343
200-300 0.647

300- 0.870

期待被害率 （一般家屋）

期待被害率は、発生確率別の浸水深から求める
ことができる指標です。

例えば、期待被害率が0.01（1%）の土地に家
1,000万円の家を建てる場合、毎年10万円程度の
被害を覚悟する必要があるということになりま
す。
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